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第 1 章 原油価格高騰の原因
第 2 章 電力会社の現状

















る。原油価格は 2004 年から上昇基調にあったが、2008 年に入ると急騰し、同年 7 月には
ニューヨーク商品取引所（NYMEX）5での原油先物価格（WTI 原油価格）6は 147 ドル/1













5 New York Mercantile Exchange、NY にある世界最大の先物取引所。原油、天然ガス、金、
銀、銅等の商品が取引されている。
6 NYMEX に上場されている先物の原油価格のことで、世界の原油価格の指標となっている。































に達したことによって非 OPEC 内で生産が減少したこと、2005 年のハリケーン・カトリー









2006 年に原油価格が 60 ドル台であったとき、OPEC は減産を表明した。80 ドルを超え






















































































































































































































































































































































































2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
Thousand barre ls
World consumption World production
（消費と生産の間の差は、在庫数の変化、非石油添加物や代替燃料の消費、消費と生産における定義や測
定の差から生じている）
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11.1％、石炭火力発電 27.4%、天然ガス火力発電 23.3%、原子力発電 27.8%、水力発電 7.9%

























ー白書の結果によると、1973 年の第 1 次石油ショックの際には発電に消費する燃料の大半
が石油だったため、燃料費が 7～9 割上昇するという事態となり、中には赤字になった企業










に反映するのは 6 ヵ月後という仕組みであったため、2008 年の急激な原油価格高騰に調整
が追いつかず、収益が悪化したのである。132009 年以降に価格調整方式における料金反映













（燃料費は 1.5 倍、原料費は 1.6 倍）
また、小幅で頻繁な料金変動を抑えるために、一定範囲内の燃料費の変動は料金に反映しない。
70
図 7 2007 年の主要国の電力消費量











出所：IEA Energy Statistics より筆者作成
http://www.iea.org/stats/index.asp
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